
應募畫

に
つ

い
て

○
應

集

の
繪
畫

は
總

計

百
餘
點

で
、
中

に
は

見
る
に

耐
え

な

い
も
の
も
少

々
は

あ

つ
た
が
、
慨
し

て
佳
作

が
多

か

つ
た
。

○
紙
數

を
増
し

、
繪

も
増
す

と

い
ふ
事
は
、
此
小
册

誌

の
耐
え
得

る
處

で

な

い
、
隨
て

石
版

に
寫

眞

版

に
、

佳

作

の
大
部
分

を
洩

し
た

の
は
遺
憾

と
す

る
處

で
あ

る
。

○
石
版
刷

に
し
た

三
枚
は

、
勿
論
應

募
畫

中

の
出
色

で
は
あ

る
が
、
是
等

が
第

一
の
傑

作
と

い
ふ
譯

で
は

な

い
、
寫

眞
版

の
う
ち
に
之

に
勝

つ
た
も

の
も

二
三

點
は

あ
る
。

○
夫

に
も

不
拘
此

三
點

を
選
ん
だ

の
は
、
比
較
的

石

版

に
成
功
し
易

い
圖
抦

で
あ
る
か
ら
で
、
何
ん
な
繪

で

も
石
版

に
刷

る
事
は

出
來

る
が
、
初

め
か
ら

不
結

果

と
知
れ

て
ゐ
た
爲

め
寫

眞

版

に
し

た
の
で

あ
る
。

○
膏

に
石
版

の
み
で
な

い
、
窺

眞
網
目
版
で

も
色

が

餘
り
薄

か

つ
た
り

、
強

い
黄

色

の
塗

つ
て
あ

る
繪

な

ど
は

、
折
角
印

刷
し
て
も
何
だ
か
判
ら
ぬ

も
の
に
な

る
。
相
摸

の
成
瀬

氏
の
繪

も
、
寫

眞
に
迄
撮

つ
た
が

到
底

無
益

と
見
て
、
製
版

を
見
合

せ
た
。

○
青
梅
瀧
島
氏

の
繪

は

、
今
回

の
應

募
で

は
な

い
が
、

よ
く
早

春

の
趣
が

出
て
ゐ
る
好

ス
ケ
ツ
チ
で
あ

る
か

ら
登
載
し
た
。

○

岩
代
若
松

の
相

田
氏
は

、
繪

ハ
ガ
キ
競
技
會

に
屡

々
佳

作
を
出

さ
る
ゝ
が
、
此
應

募
畫

も
氏

の
作

と
し

て
有
數

な
も

の
で
、
色

は
少
し
淋
し

い
が
全
體

の
調

子

も
よ
く
、
見
飽

き

の
せ
ぬ
繪

で

あ
る
。

○
攝

津

の
中
臺

氏

の
造

船
所
は

、
色

の
統

一
に
缺

け

た
處

は
あ
る
が
、
描
法

も
面
白
く
、
取

材
も
よ
く
、

氏

の
寄

せ
ら
れ
た

五
六
點

の
作
中
で
は
第

一
に
推

す

べ
き
も

の
で
あ

る
。

○
本

郷
、
松
原
氏

の
作
は

、
ワ
ツ

ト

マ
ン
八
ツ
切
大

の
月
夜

の
繪

で
精
密

に
描
寫

さ
れ

て
あ

つ
た
。
惜

し

い
事

に
は

月

と
道
路

と
に
連
絡

が
な
く

、
視
點

が
畫

面

に
幾

個
も
あ

る
や
う

で
統

一
が
な

い
。
併

し
忠
實

に
寫

さ
れ
た
點

は
敬

服
す

る
。

○
岩

代
赤

城
氏

も
多
數

の

ス
ケ
ッ
チ
を
寄
送

せ
ら
れ

た
。
何
れ

も
達
者
な
筆

つ
き
で

あ

る
、
氏

の
如
き
は

將
來

有
望

の
ア

マ
チ

ユ
ア
で

あ
る
。

○
石
見

の
後
藤
氏

の
繪

も
同

じ
く
澤
山
來

て
ゐ
る
。

昨

年
初

め
て
氏

の
繪

を
見
た
時

に
比

べ
る
と
多
大

の

進

歩
で
あ

る
。
只
少

し
く
濫

作

の
氣
味
な
き

や
、
編

者

は
氏

に
向

つ
て
尤

も
精

力
を
籠

め
た

る
寫

生
畫

を

作

ら
れ

ん
事

を
希

望
す
る
。

○
麻

布
の
池
田
氏
の
作
も
忠
實
な

よ

い
出
來
で

あ
る

石
版

に
附
す
る
價

値
は
充

分

あ
る
の
で
あ

る
が
繪

が

孰
れ

も
和

か
に
出
來

て
ゐ
て
製
版

が
困
難
で

あ
る
か

ら
割
愛
し
た
。

○
相
摸

の
大
橋

氏
は

、
近
來
色

が
濁

つ
て
筆

が
細
か

に
過
ぎ

、
久

し
く
よ

い
作

を
見
な
か

つ
た
が
、
此
度

の
雨

は
筆
致

も
大
膽

で

、
其
時

の
感

情
も

よ
く
現
は

れ

て
ゐ
る
。
た
ゞ

前
景

が
少

々
粗
漫

で
あ
る
と
思
ふ
。

○
富
岡
柴
崎
氏

の
作
は
ち
と
後
生
大
事

の
處

が
見
え

る
、
今

一
歩
着

眼
を
大

に

せ
ら
れ
た

い
。

○
伊
勢
、
岡

本
氏

の
作
は
色

が
淋

し

い
、
前
途
遠
し

で

あ
る
。
第

二
回

の
企

の
時
は

一
層

よ

い
も
の
を
出

さ
れ
た

い
。

○
日

向
の
佐

野
氏
の
初
春
は
、
空

の
色

が
よ

い
、
山

も
可
り

よ
く
寫

せ
て
あ

る
、
前
景

は
ま
る
で
物

に
な

つ
て

ゐ
な

い
、
研
究
を
重
ね

ら
れ
た

い
。

■
次
號
に
は
ス
ケ
ツ
チ
雜
話
の
續
稿
、
花
の
水
彩
、

色
彩
應
用
論
、
前
景
の
描
法
、
鉛
筆
畫

の
初
歩
、
日

本
の
春
、
ト
モ
ヱ
會
及
太
平
洋
畫

會
の
水
彩
畫

評
等

を
出
す
べ
し


